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2025年度 決算説明会 質疑応答要約 

 

 全体  
Q）2025年度第4四半期の売上収益・事業セグメント利益について、社内計画に対する達成度

は。  
A）社内計画に対し、売上は全社で約85億円上振れたが、為替のプラス影響を除くと約15億円の上

振れとなった。約15億円の事業ごとの内訳は、P&S事業が計画線で、それ以外の各事業で少しず
つ上振れた。 
事業セグメント利益は、全社で約35億円上振れたが、為替のプラス影響を除くと約20億円上振れ
となった。全事業で上振れたが、中でもIP事業とP&S事業の上振れが大きかった。 

 
Q）2026年度の業績予想において、中東情勢などの影響によるコストアップ・販売数量減のリスク

をどのように織り込んでいるか。 
A）中東情勢や部材価格高騰による利益へのマイナス影響▲250億のうち、約7割を部材コストの増

加が占めている。残りは、物流コストの増加や、中東地域での販売減、樹脂などの部材供給制約
にともなう工場稼働率の低下などを織り込んだ。 
原油価格は、足元の価格より少し高めの水準が年間を通じて継続することを想定している。 
部材コストの増加分に占める割合としては樹脂が一番大きく、次いでメモリの影響が大きい。メモリ価
格については、年間で60億円弱のコストアップを想定している。 
これに対し、経費削減や販促費コントロールで110億円の挽回を見込んでいる。 
さらに、米国の追加関税率が2025年度より下がることと、関税還付を一定程度織り込んでいる。
一方で、これらの前提が崩れたリスクも全社として織り込んだ。 
 

Q）現時点ですでに、部材供給不足による生産減やその兆候があるのか。また、メモリ価格が想定か
らさらに上がるリスクはあるのか。 

A）現時点で生産への影響は出ていない。業績予想においては、サプライヤー各社からの情報をもとに、
慎重にリスクを織り込んだ。メモリ価格については、現時点で想定している価格からさらに大きく上がる
ことはないと見ている。 

 
Q）P＆S事業とIP事業の2025年度実績において、事業セグメント利益と営業利益の差異が大き

いが、要因は。 
A）P&S事業については、第4四半期に海外子会社における構造改革費用を27億円計上したことに

加え、為替差損が生じている。 
IP事業については、営業利益が赤字となっているが、産業用プリンターの一部固定資産の減損損
失を計上したことに加え、ドミノの為替差損を計上したため。 
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Q）2026年度の利益予想について、対前年での要素ごとの増減を教えてほしい。 
A）為替についてはプラス影響を見込んでいる。販促費は、P&S事業の生産・販売台数が減少すること

を受け、減少する見通し。販管費は、人件費を中心に増加を見込んでいるが、経費コントロールに
より抑制を図っていく。販売価格は、追加での値上げは織り込んでいないが、2025年度の期中に
実施した値上げの効果は出る。売上増減については、マシナリー事業の産業機器を中心とした増収
効果を大きく見込んでいる。 

 
 P&S事業  
Q）製品本体のエンジンごと、および消耗品の対前年の売上伸長率（現地通貨ベース）はどのよう

に想定しているか。 
A）2026年度は、製品本体については部材供給制約による生産減により、販売も減少することを見込

んでいる。エンジンごとの見通しはお伝えするのが難しい。一方、消耗品については、微増を見込んで
いる。 
ただ、あくまでも現時点での中東情勢・部材供給制約のリスクを織り込んだ上での想定であり、製品
本体についても供給面での制約が緩和するようであれば販売を伸ばしていきたい。 

 
Q）足元の市況や販促の状況は。 
A）足元では販売は堅調に推移しており、現時点での市場環境としては中東情勢などの影響は出てい

ない。中東情勢や部材価格高騰リスクへの対応として、販促費の抑制はすでに始めているが、今後
の影響や対応策の程度については、もう少し見定めるのに時間が必要。 

 
 IP事業  
Q）2026年度業績予想に、MUTOHホールディングスの業績はどの程度含まれているのか。 
A）MUTOHホールディングスの2025年度の売上・利益の水準に少しプラスアルファが加わった水準を織

り込んでいる。 
 

 マシナリー事業  
Q）産業機器は2026年度に大きく売上が伸長する想定となっているが、足元での受注動向を業

種・地域別で教えてほしい。 
A）2025年度第4四半期の受注については、中国は春節の影響で計画を若干下回ったが、新年度に

入り堅調に推移している。 
中国では、昨年度好調だったEVを含む自動車関連に加え、半導体やロボット関連での引き合いも
増加している。東南アジア・東アジアはサーバー部品や半導体、インドは自動車・二輪車のほか半導
体、医療、航空機部品で引合いが増加している。日本も半導体中心に堅調であり、全体的に上
向き傾向。 
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Q）産業機器の2026年度の受注は四半期ごとに上がっていく見通しか。 
A）足元でも好調だが、四半期ごとに徐々に上がっていくことを想定している。 
 
Q）2026年度の工業用ミシンの見通しは。 
A）2025年度は米国関税政策の影響を受けて厳しい状況だったが、徐々に影響が緩和している。加

えて、2026年1月にドイツのKonrad Busche社から自動車部品向け事業を譲受した。この要素
も織り込み、2026年度は増収増益を目指す。 

 
以上 


